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今後の教育課程の改善について 

－教育課程の改善に向けた研究テーマやその検証をめぐって－ 

 
 

貞広 斎子（千葉大学） 
＜今後の教育課程の改善に向けた研究テーマについて＞ 

 
○ 新時代の学びに資する教育課程開発に関する研究 

 内容 
 学び方 
 教材およびツール（EdTech の導入、電子教材の開発・活用、等） 
 学びの検証システム（学内の学力検証システムの構築、スタディ・ログの活用、等） 
 学外者の巻き込みや教育委員会等のサポートも重要 

 
○ 働き方改革や諸リソース圧縮と、教育の充実を両立させる教育課程開発に関する研究 

 何らかのリソース（通常は、予算および労力、先生方の「頑張り」）の追加を伴わ
ない、もしくは、それらを圧縮して質を担保する教育課程 

 特に公立学校での実装を視野に入れた教育課程研究 
 

○ 条件整備や学校を取り巻く諸条件を考慮した教育課程開発に関する研究 
 教員の年齢構成を考慮した教育課程 
 学校規模を考慮した教育課程、小規模校を弱体化させないための教育課程 
 複数校のネットワークを活用する教育課程 
 学力分布に関するの課題を是正する教育課程（公正な個別最適化、等）  等 

 
 

＜教育課程の改善に資する検証について＞ 
 
○ 「研究」として成立させる上での要素 

 学校間での知見の共有、先行研究のレビュー 
 検証可能なリサーチクエスチョンの設定 
 反証の許容 
 過去の報告書のアーカイブ、メタ分析の実施 

 


